
写真１【工事事務所長挨拶】 

はじめに、労働局安全課

長が本研修会の趣旨説明を

挨拶で行った。 

続いて、宮原工事事務所

長が挨拶を行い、自らの経

験からも、コミュニケーシ

ョンのよい職場は事故が起

きない傾向にあること、傷

１つない状態で作業を終え

て、作業者を家に帰すこと

が重要であると申し述べ

た。（写真は工事事務所長が

挨拶しているところ。） 

建設業「安全の見える化」推進現場研修会を実施                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

      ～公共工事発注機関の職員を対象に開催～  

 

 神奈川労働局（局長 姉崎
あねざき

 猛
たけし

）では、建設業の労働災害の減少を図っていくため、現

場内の残存リスクについて目に見える形にすることにより効果的に災害防止を展開する

「安全の見える化」を推進しており、平成 29年 7 月 8日から 8月 31 日までの平成 29年

夏季「安全の見える化」推進重点期間の一環として平成 29年 8月 25日に建設業「安全の

見える化」現場研修会を開催しました。 

本研修会は、施工業者だけでなく公共工事（公共性の高い工事を含む）を発注する機関

の職員にも、他機関が発注する現場の「安全の見える化」の取組状況を見て、「安全の見え

る化」について理解してもらい、所属機関発注の工事現場においても「安全の見える化」

の取組を推進していただくことを目的として、神奈川労働局が開催する「建設工事関係者

連絡会議」を構成する発注機関の職員を対象とするもので、（株）大林組横浜支店が施工す

る「神奈川県警察自動車運転免許センター新築工事現場」で実施しました。 

本工事現場において、平成 29年 1月 25日に建設業労働災害防止協会神奈川支部・分会

の安全指導者等を対象とした「安全の見える化」研修会を開催し、好評であったことから、

再度、本工事現場を研修場所として選定し、工事が進んだ段階における「安全の見える化」

の取組状況を確認することとなりました。 

主催者である神奈川労働局からは原田
は ら だ

聡
さとし

安全課長、担当安全専門官の 2 名が、発注機

関からは 10機関 27名が参加しました。 

 

 



写真２ 

【工事概要、工事状況説明】 

次に、平林工事長が工事

概要、工事の状況等につい

てプロジェクターを使って

説明した。 

（写真は８月段階での航空

写真の状況についての説

明） 

写真３（左）、４（中央）、５（右） 【保護帽（ヘルメット）に貼る無事かえるシール】 

無事かえるシール（工事事務所長が挨拶で申し述べた趣旨のシール） 

ケガすることなく作業を終えて、作業者が家に帰るよという趣旨の実現のため、かえるシール」をヘル

メットに貼っている。 職長は「無事かえすシール」を貼っている。 

（写真３）通常の「無事かえるシール」（かえるがクルマを運転） 

（写真４）経験年数 1年未満の作業者を把握するために貼るシール。通常労働者が「かえる」に対して、

初心者は「おたまじゃくし」である。（おたまじゃくしがクルマを運転） 

（写真５）入場２週間未満の新規入場者を把握するために貼るシール。（クルマの助手席に「かえる」

が乗車）    

（現場入場者の経験状況、新規入場者の見える化） 

  

写真６ 

【工事現場仮囲いの工夫】 

道路反対側に既存の運転免許センタ

ーがあるため、バス通りの歩道に沿っ

た仮囲いは道路標識とその意味につい

て掲示している。（工事関係者の発案） 

また、現場内の工事の状況が透明な

アクリル板の仮囲いの間から見ること

ができる。 

（工事状況の周囲からの見える化等） 

 



写真７ 【工事事務所前の全体朝礼場所の安全ボード（安全掲示板）】 

 年度スローガン、無災害記録表、月間安全衛生目標、週間安全衛生目標、職長掲示、作業主任

者掲示、安全５
ファ

原則
イブ

（墜落防止安全５、機械安全５、玉掛け安全５ 各重要５項目）等 

（スローガン、目標、安全の原則、作業主任者、職長等の見える化） 

写真８ 

【作業主任者の掲示】 

安全ボード（安全掲示板）の

作業主任者の掲示は、所属会社、

氏名、職務とともに、保護帽（ヘ

ルメット）を被った状態の作業

主任者本人の写真も併せて掲示

し、他の作業者等から分かりや

すくしている。 

（作業主任者の見える化） 
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写真９（左）、１０（右上）、１１（右下） 【風向き、風速、回転灯】 

工事事務所屋根角に取り付けた吹き流し、風速計、回転灯 （写真９、１０） 

吹き流しで風向き、風速計で風速を把握し、回転灯が光ることで風速を視覚的に分かりやすくして

いる。赤 １５ｍ／ｓ以上   １０～１４．９ｍ／ｓ 緑 ０～９．９ｍ／ｓ 

 上記の回転灯の風速と色については、安全ボード（安全掲示板）に掲示している。（写真１１） 

（風向き、風速の見える化） 

写真１２【廃棄物の分別置場】 

 現場で発生した廃棄物を種

類ごとにコンテナに分別した

廃棄物の置場。上部には単管と

ベニヤ板で作った掲示板に「

」と表示し、

ゴミを再生原料として利用で

きるように分別している。 

（エミヤードはエミッション

ヤードの略） 

（廃棄物分別目的の見える化） 

 

 

吹き流し 

風速計 

回転灯

り 

回転灯 

分別して入れる廃棄物の種類を表示 



写真１３ 

【工事建屋出入口】 

 建屋出入口では「足元ヨ

シ！！頭上ヨシ！！」と表

示し、足元と頭上の安全を

確認してから建屋内に入

るよう注意を促している。 

 また、建屋出入口には建

屋を含めた現場内の昇降

階段位置を青色長方形、消

火器位置を赤マル、分電盤

を黄色の長方形で表示し

ている。 

（昇降階段位置、消火器設

置位置、分電盤設置位置の

見える化） 

写真１４ 

【段差スロープ箇所】 

 段差スロープ手前では

「足もと注意」の表示を

するとともに、センサー

により通路段差手前を通

過前に、音声で段差があ

ることを知らせている。 

 スロープの手前両側

に、赤のカラーコーンに

白色テープを巻いたもの

を設置し、カラーコーン

（先端がカットされたカ

ットコーン）の先端部に

ソーラー充電式の LED 点

滅ライト（セーフティラ

イト）を差し込んで設置

し、段差箇所のスロープ

位置を示すとともに、ス

ロープを通行する作業者

の注意喚起をしている。 

（スロープ位置の見える

化、転倒防止） 
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写真１５ 

【清掃用具の整頓等】 

 ほうきの収納場所を明示

するとともに、側面には拾

ったゴミの処理方法（ゼロ

エミヤードへの廃棄）やガ

ラ袋の再利用の注意喚起を

している。 

（清掃用具の整理整頓の見

える化、ゴミ処理方法の見

える化） 

写真１６ 

【火気使用中】 

 現場内で火気使用中であ

ることを、周囲から見える

天井近くの高い位置に垂れ

幕で表示し、現場内にいる

作業者に注意喚起してい

る。 

（作業内容の見える化） 

写真１７ 

【作業場所と通路の区分】 

 作業現場と通路をカラ

ーコーンとコーンバーで

区分し、緑矢印で示す方向

の安全通路を確保してい

る。 

（安全通路の見える化） 
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写真１８（左）、１９（上） 

【エレベーター開口部】 

 エレベーター2 号機開口部の注

意の表示と単管手すり、中さん、

幅木の設置による墜落防止措置 

（エレベーター開口部の見える化） 

写真２０【床面の段差部分】 

 コンクリート床面の段差につい

て、段差上側の境界箇所に破線上

に赤色のテープを貼り、作業者に

注意喚起をするとともに、カラー

コーンを設置し、カラーコーン横

に通行用スロープを設置してい

る。 

（段差の見える化、転倒防止） 

写真２１【階段段差部分】 

 コンクリート床面の段差上側

の境界箇所に破線上に赤色のテ

ープを貼り、段差を作業者に分か

りやすくしている。 

（段差の見える化、転倒防止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤色のテープ 

（破  線） 

スロープ 

カラーコーン 

赤色のテープ（破 線） 



写真２２（左）、２３（上） 

【足場上の安全帯使用場所１】 

 枠組足場上での安全帯使用

を表示し、安全帯の使用を徹底

している。 

（安全帯使用場所の見える化） 

写真２４ 

【足場上の安全帯使用場所２】 

 足場最上層での安全帯使用

を表示し、安全帯の使用を徹底

している。 

（安全帯使用場所の見える化） 

写真２５（左）、２６（上） 

【高所作業車の作業場所】 

 高所作業車作業場所の立入禁

止区域を赤色のセイフティーコ

ーンとコーンバーで区分けし、バ

ーに「立入禁止」表示をしている。

また、作業内容が ALC板の作業で

あることもバーに表示している。 

（立ち入り禁止区域の見える化、

立入禁止区域内での作業内容の

見える化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全帯の使用表示 

親 綱 



写真２７ 

【クローラクレーンの状況】 

クローラクレーンの周囲を、Ｕ

スタンドと単管で組んだバリケ

ードで立入禁止にし、さらにバリ

ケードに近づくとセンサーが働

き、音声により通行者に立入禁止

区域に近づいたことを注意喚起

している。 

（立ち入り禁止区域の見える化、

聞こえる化） 

写真２８（左）、２９（上） 

【熱中症予防】（日よけ、水分・塩分補給促進） 

休憩場所は屋根だけでなく、風通しのよい、植物

の「グリーンカーテン」を設け、休憩時に作業者が

直射日光に当たるのを回避している。（写真２８） 

給水器、製氷機、塩分補給用の飴を通路横の 1箇

所に分かりやすく集めて設置し、水分、塩分補給を

促進している。（写真２９） 
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現場での主な「安全の見える化」の取組事例について、上記写真６から３２までに示し

ましたので、「安全の見える化」の取組の参考にしていただければと思います。 

工事事務所に戻って、各公共工事発注機関の研修受講者から出された感想・意見は、「よ

く整理整頓された現場であり、現場で取り組まれている「安全の見える化」事例はとても

参考になるので、発注している施工現場においても、災害防止のために「安全の見える化」

の取組を推進していきたい。」というものが多くあった。 

写真３０（左）、３１（右） 

【サブ朝礼場所でのＷＢＧＴ値表示による熱中症危険レベルの把握】 

  職長単位で行われる朝礼・ミーティング場所の安全ボード（掲示板）で、気温・ＷＢＧＴ値を周知。 

数時間ごとに数値を置き換え、また、危険、厳重警戒、警戒、注意の４段階の熱中症の危険レベルも

併せて更新し、 で表示。 （作業場所の熱中症危険の見える化） 

 

 

（注：写真撮影の時間が異なり数値が更新されたため、左右の写真で気温が異なっている。）  

 

写真３２ 

【ＷＢＧＴ値、熱中症危険レベルの把握・熱中症予防】 

元請職員、協力業者の職長等に黒球式熱中症指数計（携

帯式熱中症指数計）を腰ベルトにつり下げる等により携

帯させ、細かい作業場所ごとの気温、湿度、ＷＢＧＴ値、

熱中症危険レベルについてリアルタイムの数値を把握し

ている。写真は熱中症危険レベル表示が「厳重警戒」で

あることを表示している。 

（作業場所の熱中症危険の見える化） 

 

 

黒 球 


